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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第50期
第２四半期
連結累計期間

第51期
第２四半期
連結累計期間

第50期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 7,248,620 7,739,725 14,727,685

経常利益 (千円) 164,464 283,249 483,667

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 94,446 179,800 325,777

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 125,540 263,027 421,659

純資産額 (千円) 1,774,998 2,292,008 2,071,116

総資産額 (千円) 7,276,871 8,234,477 7,485,002

１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) 14.65 27.81 50.52

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 24.4 27.8 27.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 435,927 △102,102 715,119

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △12,560 △53,307 △56,339

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 66,170 230,105 △376,664

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 778,690 686,301 612,524
 

 

回次
第50期
第２四半期
連結会計期間

第51期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 10.71 13.24
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による継続的な経済・金融政策を背景に企業収益の

増加や雇用環境の改善により持ち直しが見られるものの、一方で個人消費については、実質賃金の伸び悩みなどによ

り力強さを欠いております。海外では、北朝鮮問題などの地政学的リスク、中国及びアジア新興国経済の景気下振れ

リスク、欧米の政策動向の影響があり先行き不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く環境は、為替の変動や原油価格の動向といった景気を下振れさせる懸念材料がある中、グ

ループ化によるシナジー効果をいっそう高めるべく、商品の調達力・開発力を強化し、またグループをあげて採算性

を重視した受注体制の構築に努めてまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は7,739百万円（前年同期比6.8％増）となりました。利益面につき

ましては、営業利益は303百万円（前年同期比18.7％増）、経常利益は283百万円（前年同期比72.2％増）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は179百万円（前年同期比90.4％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

 

（パッケージ事業） 

当セグメントにおきましては、グループ一体化、組織営業の推進により、大口先開拓や新規・休眠顧客の掘り起こ

しに注力し、また海外製品売上や充填作業等セット作業が増加したことから売上高は伸びたものの、販売管理費が増

加したことからセグメント利益は減少いたしました。その結果、売上高は4,585百万円（前年同期比3.9％増）、セグ

メント利益は416百万円（前年同期比10.7％減）となりました。

 

（メディアネットワーク事業）

当セグメントにおきましては、配送費の低減や納期短縮等の提案を行う一気通貫サービスに注力しつつ、販促品を

中心としたビジネスを進めていったことで、売上高、セグメント利益ともに前年同期を上回りました。その結果、売

上高は1,499百万円（前年同期比20.2％増）、セグメント利益は55百万円（前年同期比947.7％増）となりました。

 

（日用雑貨品事業）

当セグメントにおきましては、消耗品を中心に新商品の投入を積極的に進め、海外協力メーカーとのパイプによる

商品調達力の向上や商品企画開発力の向上に努めたこと、また販路を地方のドラッグストアーに進めていったことか

ら、売上高、セグメント利益ともに前年同期を上回りました。その結果、売上高は1,852百万円（前年同期比5.6％

増）、セグメント利益は111百万円（前年同期比50.8％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は8,234百万円となり、前連結会計年度末に比べ749百万円増加しました。こ

れは主に受取手形及び売掛金等が増加したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は5,942百万円となり、前連結会計年度末に比べ528百万円増加しました。

これは主に一年内返済長期借入金等が減少したものの、短期借入金等が増加したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は2,292百万円となり、前連結会計年度末に比べ220百万円増加

しました。これは主に利益剰余金の増加等によるものであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

73百万円増加し、686百万円となりました。

 

また、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果使用した資金は102百万円（前年同期比538百万円減）となりました。これは主に税金等調整前四

半期純利益283百万円があったものの、売上債権の増加288百万円、たな卸資産の増加133百万円等があったことによ

るものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は53百万円（前年同期比40百万円減）となりました。これは主に固定資産の取得に

よる支出39百万円、保証金の差入による支出22百万円等があったことによるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果得られた資金は230百万円（前年同期比163百万円増）となりました。これは主に長期借入金の返

済による支出182百万円、配当金の支払額64百万円があったものの、短期借入金の純増減額423百万円、長期借入に

よる収入100百万円等があったことによるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,000,000

計 25,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,850,000 6,850,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（グロース）

単元株式数は100株であります。

計 6,850,000 6,850,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年７月１日～
平成29年９月30日

― 6,850,000 ― 229,400 ― 146,800
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(6) 【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

芝原 英司 大阪市住吉区 2,833 41.36

ショーエイ従業員持株会 大阪市中央区備後町２－１－１ 821 11.99

MSIP CLIENT SECURITIES
（常任代理人　モルガン・スタ
ンレーMUFG証券株式会社）

25 CABOT SQUARE,CANARY WHARF,LONDON E14
4QA,U.K.
（東京都千代田区大手町１－９－７ 大手町
フィナンシャルシティ　サウスタワー）

504 7.37

芝原 武司 大阪府枚方市 360 5.26

稲畑産業株式会社 大阪市中央区南船場１－15－14 142 2.08

キョウエイ株式会社 大阪府富田林市中野町東２－１－７ 105 1.53

剣持 整 東京都西東京市 98 1.43

楽天証券株式会社 東京都世田谷区玉川１－14－１ 81 1.19

有村 芳文 大阪府吹田市 65 0.95

山下 重子 香川県三豊市 61 0.89

計 － 5,072 74.04
 

（注）上記の他当社所有の自己株式346千株(5.05％)があります。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 

普通株式 346,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式  
 

6,503,600
65,036 ―

単元未満株式
普通株式

400
― ―

発行済株式総数 6,850,000 ― ―

総株主の議決権 ― 65,036 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ショーエイ
コーポレーション

大阪市中央区備後町
二丁目１番１号

346,000 ― 346,000 5.05

計 ― 346,000 ― 346,000 5.05
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 612,524 686,301

  受取手形及び売掛金 ※２  2,666,472 ※２  2,918,551

  商品及び製品 1,195,868 1,311,372

  仕掛品 94,905 134,606

  原材料及び貯蔵品 108,640 90,310

  その他 291,979 417,177

  貸倒引当金 △5,798 △6,557

  流動資産合計 4,964,593 5,551,763

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 1,125,712 1,125,712

   その他（純額） 675,542 702,795

   有形固定資産合計 1,801,255 1,828,508

  無形固定資産   

   のれん 17,878 -

   その他 15,148 39,053

   無形固定資産合計 33,027 39,053

  投資その他の資産   

   その他 702,650 826,531

   貸倒引当金 △16,600 △11,391

   投資その他の資産合計 686,049 815,139

  固定資産合計 2,520,332 2,682,701

 繰延資産 76 11

 資産合計 7,485,002 8,234,477

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※２  1,978,167 ※２  2,157,453

  短期借入金 1,780,000 2,203,564

  1年内償還予定の社債 39,480 11,520

  1年内返済予定の長期借入金 358,883 249,588

  未払法人税等 164,368 95,092

  未払消費税等 64,590 29,982

  賞与引当金 90,396 106,101

  その他 267,239 319,459

  流動負債合計 4,743,126 5,172,762
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

 固定負債   

  長期借入金 290,070 316,960

  退職給付に係る負債 73,894 77,110

  長期未払金 146,052 145,052

  その他 160,742 230,583

  固定負債合計 670,759 769,706

 負債合計 5,413,885 5,942,468

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 229,400 229,400

  資本剰余金 146,800 159,176

  利益剰余金 1,555,327 1,670,648

  自己株式 △71,556 △61,588

  株主資本合計 1,859,971 1,997,636

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 172,738 234,802

  繰延ヘッジ損益 1,822 18,558

  為替換算調整勘定 36,584 41,010

  その他の包括利益累計額合計 211,145 294,372

 純資産合計 2,071,116 2,292,008

負債純資産合計 7,485,002 8,234,477
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 7,248,620 7,739,725

売上原価 5,784,535 6,155,953

売上総利益 1,464,085 1,583,772

販売費及び一般管理費 ※１  1,208,483 ※１  1,280,256

営業利益 255,601 303,515

営業外収益   

 受取利息 169 247

 受取配当金 2,104 2,707

 資材売却収入 1,148 2,035

 その他 987 2,346

 営業外収益合計 4,410 7,337

営業外費用   

 支払利息 14,525 16,294

 為替差損 76,611 7,090

 その他 4,410 4,218

 営業外費用合計 95,547 27,603

経常利益 164,464 283,249

特別利益   

 固定資産売却益 - 207

 特別利益合計 - 207

税金等調整前四半期純利益 164,464 283,456

法人税、住民税及び事業税 74,816 103,119

法人税等調整額 △4,798 536

法人税等合計 70,017 103,656

四半期純利益 94,446 179,800

親会社株主に帰属する四半期純利益 94,446 179,800
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 94,446 179,800

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 12,395 62,063

 繰延ヘッジ損益 2,153 16,736

 為替換算調整勘定 16,545 4,426

 その他の包括利益合計 31,094 83,226

四半期包括利益 125,540 263,027

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 125,540 263,027
 

EDINET提出書類

株式会社ショーエイコーポレーション(E21815)

四半期報告書

12/21



(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 164,464 283,456

 減価償却費 53,301 54,534

 のれん償却額 17,878 17,878

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,017 △4,449

 賞与引当金の増減額（△は減少） 25,067 15,518

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 19,660 △7,814

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6,498 3,216

 受取利息及び受取配当金 △2,274 △2,955

 支払利息 14,525 16,294

 固定資産売却損益（△は益） - △207

 デリバティブ評価損益（△は益） △210 △1,408

 売上債権の増減額（△は増加） 40,250 △288,114

 たな卸資産の増減額（△は増加） 163,498 △133,851

 仕入債務の増減額（△は減少） △110,821 154,250

 未払消費税等の増減額（△は減少） 19,504 △34,607

 その他 46,668 8,380

 小計 468,029 80,121

 利息及び配当金の受取額 2,274 2,810

 利息の支払額 △14,203 △16,033

 法人税等の支払額 △25,997 △169,001

 法人税等の還付額 5,824 -

 営業活動によるキャッシュ・フロー 435,927 △102,102

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △7,346 △39,058

 有形固定資産の売却による収入 - 272

 無形固定資産の取得による支出 △1,530 -

 投資有価証券の取得による支出 △7,029 △6,859

 貸付金の回収による収入 3,570 6,072

 差入保証金の差入による支出 △242 △22,933

 差入保証金の回収による収入 - 9,200

 その他 19 -

 投資活動によるキャッシュ・フロー △12,560 △53,307
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 290,000 423,564

 長期借入れによる収入 100,000 100,000

 長期借入金の返済による支出 △205,325 △182,405

 社債の償還による支出 △42,360 △27,960

 リース債務の返済による支出 △28,135 △18,873

 配当金の支払額 △48,009 △64,220

 財務活動によるキャッシュ・フロー 66,170 230,105

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,162 △918

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 481,375 73,776

現金及び現金同等物の期首残高 297,315 612,524

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  778,690 ※１  686,301
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 １ 受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

受取手形裏書譲渡高 1,673千円 2,994千円
 

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

受取手形 ―千円 31,468千円

支払手形 ―千円 82,456千円
 

 
(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

従業員給与・賞与 389,924千円 415,230千円

賞与引当金繰入額 75,744千円 79,170千円

退職給付費用 30,604千円 10,832千円

貸倒引当金繰入額 10,289千円 761千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

現金及び預金 778,690千円 686,301千円

預入期間が３か月を超える定期預金 ―千円 ―千円

現金及び現金同等物 778,690千円 686,301千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日
定時株主総会

普通株式 48,360 7.50 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日
定時株主総会

普通株式 64,480 10.00 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
パッケージ事業

メディアネット
ワーク事業

日用雑貨品事業

売上高     

  外部顧客への売上高 4,247,689 1,247,909 1,753,020 7,248,620

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

163,423 ― 474 163,898

計 4,411,113 1,247,909 1,753,495 7,412,518

セグメント利益 466,159 5,293 73,732 545,184
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 545,184

セグメント間取引消去 786

全社費用 △290,369

四半期連結損益計算書の営業利益 255,601
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
パッケージ事業

メディアネット
ワーク事業

日用雑貨品事業

売上高     

  外部顧客への売上高 4,409,829 1,499,802 1,830,093 7,739,725

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

175,509 ― 22,320 197,830

計 4,585,339 1,499,802 1,852,414 7,937,556

セグメント利益 416,383 55,454 111,202 583,040
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 583,040

セグメント間取引消去 5,002

全社費用 △284,527

四半期連結損益計算書の営業利益 303,515
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 14円65銭 27円81銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 94,446 179,800

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額

94,446 179,800

    普通株式の期中平均株式数(株) 6,448,000 6,464,219
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ショーエイコーポレーション(E21815)

四半期報告書

18/21



 

２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ショーエイコーポレーション(E21815)

四半期報告書

19/21



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年11月10日

株式会社ショーエイコーポレーション

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   林       由  佳      印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   井  上  正  彦      印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ショー

エイコーポレーションの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成29

年７月１日から平成29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半

期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショーエイコーポレーション及び連結子会社の平成29年

９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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